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令和６年度 社協事業計画および予算
令和５年度地域づくり合同集会
サロン悠遊・ふれあいサロン来栖送迎はじめました　
大旭支部ふれあい食事会・岩間西部地区三世代交流会
ボランティアセンターだより

『社協』を知っていますか？その12・フードパントリー・ちょっといい話
善意銀行・寄付者紹介
インフォメーション

サロン悠遊（柿橋団地） 　撮影　畠山
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計 画 お よ び 予 算計 画 お よ び 予 算社 協 事 業社 協 事 業

会員会費

寄附金

経常経費経常経費
補助金（補助金・共同募金）補助金（補助金・共同募金）

収入
506,323,000円

地域福祉事業
（法人運営・地域福祉）

地域福祉事業
（法人運営・地域福祉）

受託事業受託事業

支出
506,323,000円
支出

円

受託金受託金

貸付事業

介護保険事業　介護保険事業　

就労支援事業

受取利息配当金

その他の収入

事業収入

その他の活動

共同募金
配分金事業
 24,830,000円

令和６年度

１

業
事
営
運
人
法

２

業
事
進
推
祉
福
域
地

３

業
事
託
受

資  金  収  支  予  算

４

害
障、
業
事
険
保
護
介

140,094,000円140,094,000円

介護保険事業
（介護保険・自立支援居宅介護）

介護保険事業
（介護保険・自立支援居宅介護）

168,160,000円168,160,000円

65,905,000円65,905,000円

19,300,000円

前期末支払資金残高を充当
5,932,000円

1,300,000円

104,806,000円104,806,000円

162,090,000円　162,090,000円　

2,551,000円

159,388,000円159,388,000円

1,704,000円

3,030,000円

8,376,000円

418,000円

33,000円
障害福祉障害福祉

サービス等サービス等
事業事業

37,395,000円37,395,000円

介護予防・日常生活総合事業介護予防・日常生活総合事業
26,271,000円

就労継続支援事業
27,969,000円

指定管理事業
53,094,000円

①
理
事
会
・
評
議
員
会
の
開
催
及

び
監
査
の
実
施

②
正
副
会
長
会
議
の
開
催

③
部
会
・
委
員
会
等
の
開
催

④
社
協
会
員
（
法
人
・
特
別
・
一

般
）
の
加
入
促
進

⑤
善
意
銀
行
事
業
の
推
進

⑥
連
絡
調
整
及
び
支
援
協
力
の
充

実
⑦
各
種
会
議
・
研
修
会
の
実
施
及

び
参
加

⑧
指
定
管
理
業
務
等
の
適
正
管
理

⑨
事
務
局
体
制
の
充
実
・
強
化

⑩
福
祉
人
材
育
成

⑪
福
祉
大
会
の
開
催
（
隔
年
）

①
小
地
域
福
祉
活
動
の
推
進

②
福
祉
教
育
の
推
進

③
子
育
て
応
援
事
業
【
新
規
】

④
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
運
営

⑤
配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業

⑥
広
報
啓
発
活
動
の
推
進

⑦
相
談
事
業
（
心
配
ご
と
相
談
・

法
律
相
談
）

⑧
法
人
後
見
受
任
事
業

⑨
資
金
等
貸
付
事
業

・
生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
業

　
　特
例
貸
付
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

支
援

　※

資
金
借
受
人
へ
訪
問
等
を
実
施

・
小
口
資
金
貸
付
事
業

⑩
介
護
予
防
・
生
活
支
援
サ
ー
ビ

ス
事
業

・
い
き
い
き
通
所
事
業

・
ふ
れ
あ
い
サ
ポ
ー
ト
事
業

⑪
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
事
業

⑫
指
定
相
談
支
援
事
業
所
の

　開
設
【
新
規
】

⑬
ひ
き
こ
も
り
サ
ポ
ー
ト
事
業

⑭
福
祉
用
具
の
貸
出
・
斡
旋

⑮
福
祉
バ
ス
の
管
理
・
運
営

⑯
赤
い
羽
根
共
同
募
金
、
歳
末
た

す
け
あ
い
配
分
事
業
の
実
施

⑰
フ
ー
ド
バ
ン
ク
活
動

①
地
域
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
推
進
事
業

②
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
事
業

③
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業

④
生
活
困
窮
者
自
立
相
談
支
援
事

業
・
家
計
相
談
支
援
事
業

⑤
手
話
奉
仕
員
養
成
研
修
事
業

⑥
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業

⑦
在
宅
重
度
身
体
障
害
者
訪
問
入

浴
サ
ー
ビ
ス
事
業

⑧
移
動
支
援
事
業

①
居
宅
介
護
支
援
事
業

②
訪
問
介
護
事
業

③
訪
問
入
浴
介
護
事
業

④
自
立
支
援
居
宅
介
護
事
業

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

本計画は、令和 6 年度から施行の、地域福祉の進め方を示した 4 か年の計画です。 

基本理念 
誰もが安心して暮らせる地域社会 
～みんなでつくる福祉のまち～ 

計画の期間 
令和 6 年度～9 年度 

（4 年間） 

 

基本目標 1  支えあう輪づくり 
        ～みんなで支えあう地域共生社会の推進～ 

 関係機関や地域住民との連携・協力のもと、身近な生活圏域での住民主体の福祉
活動をより一層強化するとともに、地域の各種団体との協働の取り組みを広げ、地
域におけるネットワークや支えあいの体制づくりに取り組みます。 

 
基本目標 2  ふれあう人づくり 
        ～ふれあいと心を育むボランティア活動の推進～ 

 子どもから高齢者まで住民一人ひとりが地域福祉活動に理解と関心をもち、人と
人とのつながりを大切にする意識、こころのふれあいの充実が図れるようボランテ
ィア活動の支援や啓発を強化します。 

 
基本目標 3  安心する地域づくり 
        ～すべての人が安心して暮らしていける支援の充実～ 

 地域住民から寄せられる多様な生活課題を受けとめ、関係機関と連携し適切な対
応ができる相談支援体制づくりや、地域から孤立することなく安心して暮らすため
の福祉サービスを提供し、在宅生活を推進します。 

 
基本目標 4  安定した基盤づくり 

        ～社協組織体制の強化～ 

 組織体制の強化と職員の資質向上を図るとともに、多くの住民から信頼される市
社協を目指し、行政とのパートナーシップで地域福祉を推進します。 
 また、災害時の対応について平常時から訓練等を実施し、地域住民とともに助け
あえる体制づくりに努めます。 

第４次笠間市地域福祉活動計画を策定しました第４次笠間市地域福祉活動計画を策定しました

計画書はこちらからダウンロード
することができます
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お口の健康について

歌
の
原
っ
ぱ

福原支部長　深谷　敏知
　支部

「地域の絆、みんなの笑顔」～住民同士で支え合う地域づくり～
 記念講演　講師　鎌田　敏様

　
３
月
16
日
（
土
）
友
部
公
民

館
で
、
支
部
地
区
社
協
活
動
研

究
集
会
・
在
宅
ケ
ア
チ
ー
ム
員

研
修
会
が
コ
ロ
ナ
禍
で
の
中
止

を
経
て
、
４
年
ぶ
り
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
今
回
は
「
よ
り
よ
い
地
域
を

め
ざ
し
て
」
と
題
し
て
、
社
協

福
原
支
部
・
松
山
サ
ロ
ン
ま
つ

ぼ
っ
く
り
・
地
域
ケ
ア
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
の
活
動
報
告
が
あ
り
、

そ
の
後
、「
こ
こ
ろ
元
気
研
究

所
」
所
長
鎌
田
敏
氏
の
講
演
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

ふれあい活動をもっと、ずーっと！ふれあい活動をもっと、ずーっと！

鎌
田
敏
さ
ん
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　
1
9
6
8
年
生
ま
れ
。大
阪
育
ち
。

阪
神
大
震
災
や
自
身
の
パ
ニッ
ク
障
害

等
の
経
験
を
持
つ
。2
0
0
5
年
に「
こ

こ
ろ
元
気
研
究
所
」を
設
立
、こ
こ
ろ
元

気
配
達
人・元
気
習
慣
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と

し
て
全
国
各
地
で
講
演
や
研
修
活
動
を

行
って
お
り
、こ
れ
ま
で
に
30
万
人
以
上

が
受
講
し
て
い
る
。

４年ぶりに開催された合同集会

　　　　

　　　

　

顔の見える他職種連携会議

地域ケアコーディネーター

松山サロン　まつぼっくり事務局

　　地域
ケア

サロン
サロンの意義とあゆみサロンの意義とあゆみ

ひとりで悩まないで！ひとりで悩まないで！　　

　
松
山
団
地
住
民
に

よ
る
松
山
サ
ロ
ン

「
ま
つ
ぼ
っ
く
り
」

は
東
日
本
大
震
災
後

に
共
助
の
大
切
さ
を

再
確
認
し
、
顔
の
み

え
る
ご
近
所
付
き
合

い
の
場
と
し
て
発
足

し
今
年
で
11
年
目
を

迎
え
た
。

サ
ロ
ン
運
営

開
催
日
時
　
毎
月
第

一
水
曜
日

午
前
10
時
〜
12
時

開
催
場
所
　
松
山
団

地
自
治
会
館

運
営
　
協
力
会
員
15

名
　
事
務
局
担
当
者

３
名
（
任
期
２
年
）

活
動
内
容
は
協
力
会

員
全
員
が
企
画
し
、
準
備
は
月
ご

と
の
担
当
者
３
名
が
行
う
。
開
催

は
毎
月
第
３
週
目
の
回
覧
板
で
案

内参
加
費
　
１
０
０
円
（
お
茶
菓
子

代
）※

材
料
費
別
途

企
画
内
容

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、
輪
投

げ
、
体
操
、
ゲ
ー
ム
（
ビ
ン

ゴ
、
か
る
た
、
百
人
一
首
）
、

生
け
花
、
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ

ワ
ー
、
折
り
紙
、
切
り
紙
、
ク

リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
作
り
、
ブ

ロ
ー
チ
作
り
、
読
み
聞
か
せ
、

出
前
講
座
（
音
楽
鑑
賞
、
笠
間

の
歴
史
、
健
康
講
話
、
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
）
、
バ
ザ
ー
、
ゴ

キ
ブ
リ
団
子
作
り
、
バ
タ
ー
作

り
、
け
ん
玉
、
お
て
玉
、
防
災

に
つ
い
て

今
後
の
課
題

　•

協
力
会
員
や
参
加
者
を
ど
の

よ
う
に
増
や
す
か

　•

男
性
が
参
加
し
や
す
い
企
画

を
考
え
る
。

　•

体
を
動
か
す
ス
ポ
ー
ツ
系
の

催
し
に
も
挑
戦
し
た
い
。

　•

団
地
の
皆
さ
ん
か
ら
の
企
画

ご
要
望
を
参
考
に
し
た
い
。

　
地
域
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
推
進
事
業

は
、
平
成
６
年
か

ら
茨
城
県
独
自
の

福
祉
施
策
と
し
て

開
始
さ
れ
ま
し

た
。
当
時
は
介
護

保
険
も
な
く
、
ケ

ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
な

ど
の
調
整
役
が
い

な
か
っ
た
た
め
、

地
域
ケ
ア
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が

調
整
役
と
な
り
、

保
健
・
医
療
・
福

祉
の
在
宅
サ
ー
ビ

ス
が
総
合
的
に
提

供
さ
れ
る
よ
う
支

援
し
て
い
ま
し

た
。

　
高
齢
者
、
障
が
い
者
と
対
象
者

を
限
定
し
な
い
の
が
特
徴
で
、
支

援
を
必
要
と
す
る
方
が
世
帯
の
中

に
複
数
い
る
場
合
、
フ
ァ
ミ
リ
ー

ケ
ア
と
し
て
包
括
的
に
支
援
で
き

る
の
が
強
み
で
す
。

　
地
域
ケ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

の
現
在
の
役
割
は
、
支
援
が
必
要

な
方
の
福
祉
に
つ
い
て
の
希
望
や

サ
ー
ビ
ス
内
容
を
把
握
し
、
各
関

係
機
関
が
う
ま
く
連
携
で
き
る
よ

う
調
整
し
ま
す
。

　
支
援
に
つ
い
て
は
、
サ
ー
ビ
ス

調
整
会
議
を
開
催
し
て
、
対
象
者

の
状
態
や
意
向
に
合
わ
せ
、
ど
の

よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
が
必
要
か
検
討

し
た
り
、
今
後
の
方
針
や
経
過
に

つ
い
て
話
し
合
い
ま
す
。
行
政
や

関
係
機
関
と
の
連
携
に
よ
り
、
情

報
収
集
が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、
救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト

の
設
置
や
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
窓
口
業
務
の
一
つ
と
し

て
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
未
利
用
者
宅

の
訪
問
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
、
地
域
づ
く
り
合
同
集
会

に
て
『
知
的
障
が
い
者
世
帯
が
地

域
で
安
心
し
て
暮
ら
す
』
事
例
を

発
表
し
ま
し
た
。
地
域
で
の
見
守

り
と
、
行
政
や
各
関
係
機
関
と
の

連
携
が
、
い
か
に
重
要
か
を
感
じ

て
い
ま
す
。

　
地
域
で
困
っ
て
い
る
方
や
心
配

な
方
が
い
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

小
さ
な
こ
と
を
積
み

重
ね
て
い
こ
う

　
人
の
心
は
そ
の
場

の
空
気
に
感
染
す

る
。
人
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大

切
に
し
な
が
ら
、
心

に
と
っ
て
良
い
空
気

づ
く
り
を
し
て
欲
し

い
。
心
に
と
っ
て
良

い
空
気
は
気
持
ち
の

良
い
挨
拶
な
ど
、
小

さ
な
こ
と
の
積
み
重

ね
か
ら
生
ま
れ
る
。

　
ス
ト
レ
ス
で
イ
ラ

イ
ラ
し
た
時
は
息
抜

き
が
大
切
。
一
人
で

悩
ま
ず
に
人
に
相
談

す
る
こ
と
で
あ
る
。

良
い
人
間
関
係

　
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
は
一
方
通
行

で
は
ト
ラ
ブ
ル
に
な

り
易
い
。
従
っ
て
、

話
し
合
う
、
ま
た
聴

き
合
う
等
の
こ
と
が

大
切
に
な
る
。

地
域
の
絆
、
み
ん
な
の
笑
顔

　
自
分
が
言
わ
れ
て
元
気
に
な
る

言
葉
を
相
手
に
も
贈
る
と
良
い
。

そ
の
場
合
、
相
手
の
良
い
所
を
探

し
て
プ
ラ
ス
の
感
情
を
揺
ら
し
て

欲
し
い
。
ま
た
、
雑
談
は
心
の
距

離
が
近
く
な
る
と
い
う
点
で
大

切
。
相
手
に
関
心
を
持
っ
て
共
通

点
を
話
す
よ
う
に
す
る
と
良
い
。

笑
顔
の
輪
を
咲
か
せ
よ
う

　
今
日
も
や
る
こ
と
が
あ
る
と
い

う
こ
と
は
幸
せ
な
こ
と
。
自
分
の

健
康
管
理
を
し
な
が
ら
誰
か
の
役

に
立
ち
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
笠
間

市
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
笑
顔
の
輪

を
咲
か
せ
ま
し
ょ
う
。

講
演
者
の
お
薦
め

・
認
知
症
の
予
防
、
脳
ト
レ
に
効

果
の
あ
る
「
一
人
じ
ゃ
ん
け
ん
」

・
身
体
と
心
が
ほ
ぐ
れ
る
「
両
手

振
り
体
操
」

　
詳
し
く
は
著
書
「
ス
ト
レ
ス
の

９
割
は
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
　
　（
白
土
）

　
福
原
支
部
は
平
成

26
年
８
月
31
日
に
設

立
さ
れ
ま
し
た
。

　
JR
水
戸
線
福
原
駅

を
中
央
に
、
第
１
０

１
区
か
ら
１
０
９

区
、
人
口
１
７
３
２

名
の
地
域
で
、
元
の

福
原
小
学
校
跡
地
の

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

福
原
を
中
心
に
活
動

し
て
お
り
ま
す
。

　
以
前
よ
り
、
福
原

公
民
館
の
活
動
が
活

発
だ
っ
た
事
も
あ

り
、
運
営
委
員
の

方
々
に
は
、
福
原
支

部
の
事
業
推
進
に
も

参
画
し
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。

　
地
域
に
は
活
動
力
を
持
っ
た
区

長
、
民
生
委
員
が
お
り
、
事
業
の

計
画
、推
進
の
助
言
者
、リ
ー
ダ
ー

と
し
て
協
力
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
役
員
構
成
は
、支
部
役
員
９
名
、

運
営
委
員（
福
祉
推
進
員
11
名
含
）

37
名
。

活
動
の
目
的

　
関
連
機
関
と
の
連
携
な
ど
六
項

目
を
掲
げ
、
地
域
内
ふ
れ
あ
い
活

動
の
推
進
と
協
力
を
第
一
と
し
、

支
部
主
催
の
事
業
と
セ
ン
タ
ー
福

原
（
旧
公
民
館
）、
団
体
グ
ル
ー

プ
等
へ
の
助
成
協
力
事
業
を
二
本

の
柱
と
し
て
お

り
ま
す
。

主
な
事
業
（
主

催
）

・
福
祉
学
習
会

・
歌
の
原
っ
ぱ

・
広
報
誌
発
行

（
年
２
回
）

後
援
協
力
事
業

・
ふ
れ
あ
い
訪

問
・
ふ
れ
あ
い
会
食
会

・
敬
老
祝
賀
会

・
セ
ン
タ
ー
福
原
事
業

　
（
運
動
会
、
文
化
祭
、
清
掃
）

今
後
の
課
題
（
交
流
機
会
増
）

・
内
容
の
充
実
（
範
囲
と
回
数
）

・
後
援
協
力
事
業
の
増
加

・
関
連
機
関
団
体
と
の
連
携
協
調

「
か
ら
だ
を
気
づ
か
い
、
笑
顔
を

忘
れ
ず
、
お
互
い
に
思
い
あ
っ

て
」
を
、常
に
活
動
の
真
ん
中
に
。
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お口の健康について

歌
の
原
っ
ぱ

福原支部長　深谷　敏知
　支部

「地域の絆、みんなの笑顔」～住民同士で支え合う地域づくり～
 記念講演　講師　鎌田　敏様

　
３
月
16
日
（
土
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友
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公
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研
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チ
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員

研
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コ
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中
止

を
経
て
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４
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ぶ
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開
催
さ
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ま
し
た
。
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よ
い
地
域
を
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」
と
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て
、
社
協

福
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支
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松
山
サ
ロ
ン
ま
つ

ぼ
っ
く
り
・
地
域
ケ
ア
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
の
活
動
報
告
が
あ
り
、

そ
の
後
、「
こ
こ
ろ
元
気
研
究

所
」
所
長
鎌
田
敏
氏
の
講
演
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

ふれあい活動をもっと、ずーっと！ふれあい活動をもっと、ずーっと！

鎌
田
敏
さ
ん
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　
1
9
6
8
年
生
ま
れ
。大
阪
育
ち
。

阪
神
大
震
災
や
自
身
の
パ
ニッ
ク
障
害

等
の
経
験
を
持
つ
。2
0
0
5
年
に「
こ

こ
ろ
元
気
研
究
所
」を
設
立
、こ
こ
ろ
元

気
配
達
人・元
気
習
慣
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と

し
て
全
国
各
地
で
講
演
や
研
修
活
動
を

行
って
お
り
、こ
れ
ま
で
に
30
万
人
以
上

が
受
講
し
て
い
る
。

４年ぶりに開催された合同集会

　　　　

　　　

　

顔の見える他職種連携会議

地域ケアコーディネーター

松山サロン　まつぼっくり事務局

　　地域
ケア

サロン
サロンの意義とあゆみサロンの意義とあゆみ

ひとりで悩まないで！ひとりで悩まないで！　　

　
松
山
団
地
住
民
に

よ
る
松
山
サ
ロ
ン

「
ま
つ
ぼ
っ
く
り
」

は
東
日
本
大
震
災
後

に
共
助
の
大
切
さ
を

再
確
認
し
、
顔
の
み

え
る
ご
近
所
付
き
合

い
の
場
と
し
て
発
足

し
今
年
で
11
年
目
を

迎
え
た
。

サ
ロ
ン
運
営

開
催
日
時
　
毎
月
第

一
水
曜
日

午
前
10
時
〜
12
時

開
催
場
所
　
松
山
団

地
自
治
会
館

運
営
　
協
力
会
員
15

名
　
事
務
局
担
当
者

３
名
（
任
期
２
年
）

活
動
内
容
は
協
力
会

員
全
員
が
企
画
し
、
準
備
は
月
ご

と
の
担
当
者
３
名
が
行
う
。
開
催

は
毎
月
第
３
週
目
の
回
覧
板
で
案

内参
加
費
　
１
０
０
円
（
お
茶
菓
子

代
）※

材
料
費
別
途

企
画
内
容

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、
輪
投

げ
、
体
操
、
ゲ
ー
ム
（
ビ
ン

ゴ
、
か
る
た
、
百
人
一
首
）
、

生
け
花
、
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ

ワ
ー
、
折
り
紙
、
切
り
紙
、
ク

リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
作
り
、
ブ

ロ
ー
チ
作
り
、
読
み
聞
か
せ
、

出
前
講
座
（
音
楽
鑑
賞
、
笠
間

の
歴
史
、
健
康
講
話
、
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
）
、
バ
ザ
ー
、
ゴ

キ
ブ
リ
団
子
作
り
、
バ
タ
ー
作

り
、
け
ん
玉
、
お
て
玉
、
防
災

に
つ
い
て

今
後
の
課
題

　•

協
力
会
員
や
参
加
者
を
ど
の

よ
う
に
増
や
す
か

　•

男
性
が
参
加
し
や
す
い
企
画

を
考
え
る
。

　•

体
を
動
か
す
ス
ポ
ー
ツ
系
の

催
し
に
も
挑
戦
し
た
い
。

　•

団
地
の
皆
さ
ん
か
ら
の
企
画

ご
要
望
を
参
考
に
し
た
い
。

　
地
域
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
推
進
事
業

は
、
平
成
６
年
か

ら
茨
城
県
独
自
の

福
祉
施
策
と
し
て

開
始
さ
れ
ま
し

た
。
当
時
は
介
護

保
険
も
な
く
、
ケ

ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
な

ど
の
調
整
役
が
い

な
か
っ
た
た
め
、

地
域
ケ
ア
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が

調
整
役
と
な
り
、

保
健
・
医
療
・
福

祉
の
在
宅
サ
ー
ビ

ス
が
総
合
的
に
提

供
さ
れ
る
よ
う
支

援
し
て
い
ま
し

た
。

　
高
齢
者
、
障
が
い
者
と
対
象
者

を
限
定
し
な
い
の
が
特
徴
で
、
支

援
を
必
要
と
す
る
方
が
世
帯
の
中

に
複
数
い
る
場
合
、
フ
ァ
ミ
リ
ー

ケ
ア
と
し
て
包
括
的
に
支
援
で
き

る
の
が
強
み
で
す
。

　
地
域
ケ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

の
現
在
の
役
割
は
、
支
援
が
必
要

な
方
の
福
祉
に
つ
い
て
の
希
望
や

サ
ー
ビ
ス
内
容
を
把
握
し
、
各
関

係
機
関
が
う
ま
く
連
携
で
き
る
よ

う
調
整
し
ま
す
。

　
支
援
に
つ
い
て
は
、
サ
ー
ビ
ス

調
整
会
議
を
開
催
し
て
、
対
象
者

の
状
態
や
意
向
に
合
わ
せ
、
ど
の

よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
が
必
要
か
検
討

し
た
り
、
今
後
の
方
針
や
経
過
に

つ
い
て
話
し
合
い
ま
す
。
行
政
や

関
係
機
関
と
の
連
携
に
よ
り
、
情

報
収
集
が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、
救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト

の
設
置
や
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
窓
口
業
務
の
一
つ
と
し

て
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
未
利
用
者
宅

の
訪
問
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
、
地
域
づ
く
り
合
同
集
会

に
て
『
知
的
障
が
い
者
世
帯
が
地

域
で
安
心
し
て
暮
ら
す
』
事
例
を

発
表
し
ま
し
た
。
地
域
で
の
見
守

り
と
、
行
政
や
各
関
係
機
関
と
の

連
携
が
、
い
か
に
重
要
か
を
感
じ

て
い
ま
す
。

　
地
域
で
困
っ
て
い
る
方
や
心
配

な
方
が
い
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

小
さ
な
こ
と
を
積
み

重
ね
て
い
こ
う

　
人
の
心
は
そ
の
場

の
空
気
に
感
染
す

る
。
人
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大

切
に
し
な
が
ら
、
心

に
と
っ
て
良
い
空
気

づ
く
り
を
し
て
欲
し

い
。
心
に
と
っ
て
良

い
空
気
は
気
持
ち
の

良
い
挨
拶
な
ど
、
小

さ
な
こ
と
の
積
み
重

ね
か
ら
生
ま
れ
る
。

　
ス
ト
レ
ス
で
イ
ラ

イ
ラ
し
た
時
は
息
抜

き
が
大
切
。
一
人
で

悩
ま
ず
に
人
に
相
談

す
る
こ
と
で
あ
る
。

良
い
人
間
関
係

　
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
は
一
方
通
行

で
は
ト
ラ
ブ
ル
に
な

り
易
い
。
従
っ
て
、

話
し
合
う
、
ま
た
聴

き
合
う
等
の
こ
と
が

大
切
に
な
る
。

地
域
の
絆
、
み
ん
な
の
笑
顔

　
自
分
が
言
わ
れ
て
元
気
に
な
る

言
葉
を
相
手
に
も
贈
る
と
良
い
。

そ
の
場
合
、
相
手
の
良
い
所
を
探

し
て
プ
ラ
ス
の
感
情
を
揺
ら
し
て

欲
し
い
。
ま
た
、
雑
談
は
心
の
距

離
が
近
く
な
る
と
い
う
点
で
大

切
。
相
手
に
関
心
を
持
っ
て
共
通

点
を
話
す
よ
う
に
す
る
と
良
い
。

笑
顔
の
輪
を
咲
か
せ
よ
う

　
今
日
も
や
る
こ
と
が
あ
る
と
い

う
こ
と
は
幸
せ
な
こ
と
。
自
分
の

健
康
管
理
を
し
な
が
ら
誰
か
の
役

に
立
ち
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
笠
間

市
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
笑
顔
の
輪

を
咲
か
せ
ま
し
ょ
う
。

講
演
者
の
お
薦
め

・
認
知
症
の
予
防
、
脳
ト
レ
に
効

果
の
あ
る
「
一
人
じ
ゃ
ん
け
ん
」

・
身
体
と
心
が
ほ
ぐ
れ
る
「
両
手

振
り
体
操
」

　
詳
し
く
は
著
書
「
ス
ト
レ
ス
の

９
割
は
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
　
　（
白
土
）

　
福
原
支
部
は
平
成

26
年
８
月
31
日
に
設

立
さ
れ
ま
し
た
。

　
JR
水
戸
線
福
原
駅

を
中
央
に
、
第
１
０

１
区
か
ら
１
０
９

区
、
人
口
１
７
３
２

名
の
地
域
で
、
元
の

福
原
小
学
校
跡
地
の

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

福
原
を
中
心
に
活
動

し
て
お
り
ま
す
。

　
以
前
よ
り
、
福
原

公
民
館
の
活
動
が
活

発
だ
っ
た
事
も
あ

り
、
運
営
委
員
の

方
々
に
は
、
福
原
支

部
の
事
業
推
進
に
も

参
画
し
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。

　
地
域
に
は
活
動
力
を
持
っ
た
区

長
、
民
生
委
員
が
お
り
、
事
業
の

計
画
、推
進
の
助
言
者
、リ
ー
ダ
ー

と
し
て
協
力
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
役
員
構
成
は
、支
部
役
員
９
名
、

運
営
委
員（
福
祉
推
進
員
11
名
含
）

37
名
。

活
動
の
目
的

　
関
連
機
関
と
の
連
携
な
ど
六
項

目
を
掲
げ
、
地
域
内
ふ
れ
あ
い
活

動
の
推
進
と
協
力
を
第
一
と
し
、

支
部
主
催
の
事
業
と
セ
ン
タ
ー
福

原
（
旧
公
民
館
）、
団
体
グ
ル
ー

プ
等
へ
の
助
成
協
力
事
業
を
二
本

の
柱
と
し
て
お

り
ま
す
。

主
な
事
業
（
主

催
）

・
福
祉
学
習
会

・
歌
の
原
っ
ぱ

・
広
報
誌
発
行

（
年
２
回
）

後
援
協
力
事
業

・
ふ
れ
あ
い
訪

問
・
ふ
れ
あ
い
会
食
会

・
敬
老
祝
賀
会

・
セ
ン
タ
ー
福
原
事
業

　
（
運
動
会
、
文
化
祭
、
清
掃
）

今
後
の
課
題
（
交
流
機
会
増
）

・
内
容
の
充
実
（
範
囲
と
回
数
）

・
後
援
協
力
事
業
の
増
加

・
関
連
機
関
団
体
と
の
連
携
協
調

「
か
ら
だ
を
気
づ
か
い
、
笑
顔
を

忘
れ
ず
、
お
互
い
に
思
い
あ
っ

て
」
を
、常
に
活
動
の
真
ん
中
に
。

地域　　づくり合同集会地域　　づくり合同集会地域　　づくり合同集会
支部地区社協活動研究集会・在宅ケアチーム員研修会・生活支援体制整備事業研修支部地区社協活動研究集会・在宅ケアチーム員研修会・生活支援体制整備事業研修

令和５年度令和５年度
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市内ふれあい
サロンの紹介は
コチラ▼

参加者の皆さんも、安心して帰れます

リハビリ体操

桐原さんのハーモニカ伴奏で歌う

にじの会の手づくりお弁当

野菊の会のひょっとこ踊り

　

岩間
地区

　

運
営
委
員
長
　生
駒
　敏
文

運
営
委
員
長
　生
駒
　敏
文

上
郷
を
う
る
お
す
水
の
み
ち
と
つ
た
え
ば
な
し

上
郷
を
う
る
お
す
水
の
み
ち
と
つ
た
え
ば
な
し

友部
地区

　

大
旭
支
部
　ふ
れ
あ
い
食
事
会

大
旭
支
部
　ふ
れ
あ
い
食
事
会　
　

歌
っ
て
笑
っ
て

　健
康
長
寿

歌
っ
て
笑
っ
て

　健
康
長
寿

10月
新設

代
表
　
　桐
原
　元

代
表
　
　桐
原
　元

柿
橋
団
地 

サ
ロ
ン
悠
遊

柿
橋
団
地 

サ
ロ
ン
悠
遊

西
部
地
区
社
協
三
世
代
交
流
会

西
部
地
区
社
協
三
世
代
交
流
会

　
ひ
な
祭
り
の
３
月
３
日
、
笠
間
市
地
域

福
祉
セ
ン
タ
ー
と
も
べ
で
、
85 

歳
以
上
の

方
々
（
最
高
年
齢
は
96 

歳
で
し
た
）、
支

部
役
員
、
女
性
部
に
じ
の
会
、
各
区
長
、

民
生
委
員
、
社
協
松
田
輝
雄
事
務
局
長
・

職
員
な
ど
多
数
が
参
加
し
「
ふ
れ
あ
い
食

事
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
は
、

主
催
者
（
平
林
英
男
大
旭
支
部
長
） 

側
の

ア
イ
デ
ア
・
準
備
に
よ
り
、
各
テ
ー
ブ
ル

に
桃
の
花
が
、
ま
た
一
人
ひ
と
り
に
「
折

り
鶴
」
が
用
意
さ
れ
て
お
り
、
明
る
い
雰

囲
気
で
し
た
。

　
来
賓
の
山
口
伸
樹
笠
間
市
長
か
ら
は「
か

さ
ま
応
援
大
使
で
１
０
１
歳
の
曲
師
（
浪

曲
）
紹
介
と
楽

し
く
元
気
な
人

生
を
」
と
の
祝

辞
が
あ
り
ま
し

た
。

　
楽
し
み
に
し

て
い
た
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
で

は
、
最
初
に
、

音
楽
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
「
ハ
ー

ト
レ
イ
ン

ボ
ー
」
に
よ

る
進
行
・
演

奏
に
よ
り
、

懐
か
し
の
歌

謡
曲
・
唱
歌

を
う
た
い
ま

し
た
。
次
に

「
野
菊
の
会
」

の
ひ
ょ
っ
と

こ
踊
り
と
参

加
者
と
の
ハ

イ
タ
ッ
チ
。
幸
せ
ホ
ル
モ
ン
が
会
場
い
っ

ぱ
い
に
広
が
り
ま
し
た
。

　
食
事
は
、
に
じ
の
会
の
『
心
』
を
こ
め

た
手
づ
く
り
お
弁
当
、
お
い
し
く
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
帰
り
に
は
、
に
じ
の
会
か
ら
「
元
気
で
、

ま
た
お
会
い
で
き
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
」
と
の
手
紙
と
プ
レ
ゼ
ン
ト
が

渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
「
久
し
ぶ
り
に
再
会
で

き
て
う
れ
し
か
っ
た
」「
歌
っ
た
り
、お
し
ゃ

べ
り
し
た
り
し
て
楽
し
か
っ
た
」
な
ど
の

感
想
が
多
く
聞
か
れ
ま
し
た
。　
　（
寺
門
）

　
当
団
地
も
高
齢
者
が
増
え
て
、
外
出
や

人
と
の
交
流
を
ひ
か
え
る
人
も
出
て
き
ま

し
た
。
そ
こ
で
た
ま
に
は
気
軽
に
顔
を
合

わ
せ
て
お
し
ゃ
べ
り
で
き
る
場
、
サ
ロ
ン

を
昨
年
10
月
に
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　
名
称
「
サ
ロ
ン
悠
遊
」
は
、
こ
せ
こ
せ
し

な
い
で
ゆ
っ
た
り
と
遊
ぶ
雰
囲
気
を
大
切
に

と
の
造
語
で
す
。

　
サ
ロ
ン
で
は
リ
ハ
ビ
リ
体
操
と
歌
う
こ

と
を
必
ず
や
り
ま
す
。
体
操
は
体
力
の
衰

え
を
遅
ら
せ
健
康
を
維
持
す
る
た
め
、
家

で
で
き
る
ま
で
続
け
ま
す
。
日
頃
大
き
な

声
を
出
す
機
会
が
少
な
い
中
で
月
毎
に
異

な
る
楽
器
の
演
奏
を
聴
き
な
が
ら
歌
い
ま

す
。
そ
の
後
は
お
し
ゃ
べ
り
な
ど
楽
し
い

二
時
間
を

過
ご
す
こ

と
を
心
掛

け
て
い
ま

す
。

　
昨
年
12

月
は
拡
大

サ
ロ
ン
、

プ
ロ
に
よ

る
ハ
ー
モ

ニ
カ
演
奏

会
で
し

た
。
曲
に

よ
っ
て
４

本
の
ハ
ー

モ
ニ
カ
を

使
う
な
ど

一
人
の
演

奏
と
思
え

な
い
複
雑

な
音
色
に

み
ん
な
が

感
動
し
た
一
時
間
で
し
た
。

　
今
後
、
外
出
や
交
流
が
面
倒
だ
と
思
う

人
は
更
に
増
え
ま
す
。
そ
う
し
た
人
た
ち
に

参
加
し
て
も
ら
い
た
い
の
が
サ
ロ
ン
で
す
。
の

ぞ
い
て
み
よ
う
と
思
って
も
ら
え
る
集
い
に
す

る
こ
と
が
大
き
な
課
題
で
す
。

　
毎
月
の
参
加
者
は
15
名
前
後
で
す
。
年

間
の
日
程
と
主
な
企
画
を
決
め
ま
し
た
。

よ
り
楽
し
く
笑
い
の
あ
る
時
間
に
す
る
た

め
の
肉
付
け
は
こ
れ
か
ら
で
す
。

　
毎
月
第
４
土
曜
日
、
12
月
は
第
２
土
曜

日
、
会
費
は
毎
回
二
百
円
で
お
茶
と
少
し

の
お
菓
子
を
用
意
し
て
お
り
ま
す
。

　
令
和
４
年
度
の
助
成
事
業
で
作
っ
た

「
上
郷
の
伝
え
話
」Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
上
映
会
が
で

き
ず
に
い
ま
し
た
が
、
子
ど
も
会
の
役
員

に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
２
月
３
日
の
羽
梨

山
神
社
節
分
祭
の
時
に
行
う
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　
当
日
午
後
、
親
子
40
人
が
参
加
。
語
り

を
担
当
し
て
い
た
だ
い
た
中
澤
敦
子
さ
ん

（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
朝
ド
ラ
「
ひ
よ
っ
こ
」
の
茨
城

弁
指
導
で
お
馴
染
み
の
女
優
さ
ん
）
や
伝

え
話
の
冊
子
作
成
に
携
わ
っ
て
く
だ
さ
っ

た
森
さ
ん
ご
夫
婦
に
も
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
見
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
は
画
面
を
食
い
入
る
よ
う

に
見
て
い
ま
し
た
。
保
護
者
の
皆
さ
ん
も
、

伝
え
話
は
殆
ど
聞
い
た
事
が
無
い
よ
う
で

し
た
。

　
30
分
程
の
上
映

後
、
伝
え
話
に
出

て
く
る
場
所
を
訪

ね
て
歩
き
ま
し
た
。

　
羽
梨
山
神
社
を

ス
タ
ー
ト
し
、
宮

池
か
ら
上
郷
の
田

ん
ぼ
を
潤
し
た
昔

の
水
の
流
れ
を
た

ど
り
ま
し
た
。
途

中
、
み
と
橋
で
、

見
た
ば
か
り
の「
あ

ず
き
ば
ば
あ
」
を

中
澤
敦
子
さ
ん
に

語
り
で
披
露
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
池
田
さ
ん
の
屋
敷
に
あ
っ
た
と
言
わ
れ

る
黒
田
権
現
の
跡
地
を
見
、
僅
か
に
流
れ

て
い
る
水
に
沿
っ
て
下
流
へ
と
向
か
い
ま

し
た
。

　
掘
之
内
、
御
正
作
、
随
光
寺
が
ゴ
ー
ル

で
し
た
が
、
田
ん
ぼ
道
の
方
が
危
な
く
な

い
だ
ろ
う
と
、
新
築
し
た
ば
か
り
の
朝
日

観
音
か
ら
岩
間
金
吾
の
屋
敷
跡
を
経
由
し

仲
通
り
公
民
館
に
戻
り
ま
し
た
。

　
楽
し
み
に
し
て
い
た
羽
梨
山
神
社
の
節

分
祭
が
中
心
と
な
っ
た
た
め
、
地
区
社
協

で
用
意
し
た
豆
と
お
菓
子
を
全
員
に
配
り

ま
し
た
。

　
大
人
た
ち
は
か
な
り
疲
れ
た
様
子
で
し

た
が
、
子
ど
も
た
ち
は
お
菓
子
を
も
ら
い

み
ん
な
で
仲
良
く
遊
ん
で
い
ま
し
た
。

　
第
二
話
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
も
完
成
し
ま
し
た
の

で
、
来
年
も
Ｄ
Ｖ
Ｄ
鑑
賞
会
を
開
く
予
定

で
す
。

　
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
来
栖
で
は
、

介
護
予
防
や
健
康
づ
く
り
、
誰
も

が
気
軽
に
参
加
で
き
る
交
流
の
場

と
し
て
、
毎
月
1
回
サ
ロ
ン
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
平
成
30
年
7
月

か
ら
6
年
近
く
、
地
域
の
集
い
の

場
と
し
て
多
く
の
方
に
親
し
ま
れ

て
い
ま
す
。

　
今
回
、
サ
ロ
ン
に
参
加
し
た
く

て
も
移
動
手
段
が
な
く
参
加
で
き

な
い
方
の
た
め
に
、
介
護
老
人
保

健
施
設
　
シ
ル
バ
ー
ケ
ア
セ
ン

タ
ー
パ
ル
よ
り
、
地
域
貢
献
と
し

て
運
転
手
と
送
迎
車
が
提
供
さ

れ
、
令
和
5
年
6
月
か
ら
運
行
が

始
ま
り
ま
し
た
。

　
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
来
栖
代
表
の

塩
田
幸
三
さ
ん
は
「
送
迎
に
ご
協

力
い
た
だ
き
大
変
助
か
っ
て
い
ま

す
。
参
加
者
の
皆
さ
ん
も
安
心
し

て
帰
る
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
喜
ん

で
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
ふ
れ
あ

い
サ
ロ
ン
が
地
域
の
つ
な
が
り
の

力
と
な
れ
ま
し
た
ら
幸
い
で
す
」

と
。

　
シ
ル
バ
ー
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
パ
ル

支
援
相
談
員
の
永
田
さ
ん
は
「
来

栖
地
区
と
の
つ
な
が
り
が
で
き
、

皆
さ
ん
の
笑
顔
が
見
ら
れ
る
事
が

嬉
し
い
で
す
」
と
話
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

　
今
後
も
社
会
福
祉
協
議
会
で

は
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
つ
な
が
り

を
大
切
に
し
な
が
ら
、
サ
ロ
ン
活

動
を
支
援
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
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っ
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ひ
な
祭
り
の
３
月
３
日
、
笠
間
市
地
域

福
祉
セ
ン
タ
ー
と
も
べ
で
、
85 

歳
以
上
の

方
々
（
最
高
年
齢
は
96 
歳
で
し
た
）、
支

部
役
員
、
女
性
部
に
じ
の
会
、
各
区
長
、

民
生
委
員
、
社
協
松
田
輝
雄
事
務
局
長
・

職
員
な
ど
多
数
が
参
加
し
「
ふ
れ
あ
い
食

事
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
は
、

主
催
者
（
平
林
英
男
大
旭
支
部
長
） 

側
の

ア
イ
デ
ア
・
準
備
に
よ
り
、
各
テ
ー
ブ
ル

に
桃
の
花
が
、
ま
た
一
人
ひ
と
り
に
「
折

り
鶴
」
が
用
意
さ
れ
て
お
り
、
明
る
い
雰

囲
気
で
し
た
。

　
来
賓
の
山
口
伸
樹
笠
間
市
長
か
ら
は「
か

さ
ま
応
援
大
使
で
１
０
１
歳
の
曲
師
（
浪

曲
）
紹
介
と
楽

し
く
元
気
な
人

生
を
」
と
の
祝

辞
が
あ
り
ま
し

た
。

　
楽
し
み
に
し

て
い
た
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
で

は
、
最
初
に
、

音
楽
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
「
ハ
ー

ト
レ
イ
ン

ボ
ー
」
に
よ

る
進
行
・
演

奏
に
よ
り
、

懐
か
し
の
歌

謡
曲
・
唱
歌

を
う
た
い
ま

し
た
。
次
に

「
野
菊
の
会
」

の
ひ
ょ
っ
と

こ
踊
り
と
参

加
者
と
の
ハ

イ
タ
ッ
チ
。
幸
せ
ホ
ル
モ
ン
が
会
場
い
っ

ぱ
い
に
広
が
り
ま
し
た
。

　
食
事
は
、
に
じ
の
会
の
『
心
』
を
こ
め

た
手
づ
く
り
お
弁
当
、
お
い
し
く
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
帰
り
に
は
、
に
じ
の
会
か
ら
「
元
気
で
、

ま
た
お
会
い
で
き
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
」
と
の
手
紙
と
プ
レ
ゼ
ン
ト
が

渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
「
久
し
ぶ
り
に
再
会
で

き
て
う
れ
し
か
っ
た
」「
歌
っ
た
り
、お
し
ゃ

べ
り
し
た
り
し
て
楽
し
か
っ
た
」
な
ど
の

感
想
が
多
く
聞
か
れ
ま
し
た
。　
　（
寺
門
）

　
当
団
地
も
高
齢
者
が
増
え
て
、
外
出
や

人
と
の
交
流
を
ひ
か
え
る
人
も
出
て
き
ま

し
た
。
そ
こ
で
た
ま
に
は
気
軽
に
顔
を
合

わ
せ
て
お
し
ゃ
べ
り
で
き
る
場
、
サ
ロ
ン

を
昨
年
10
月
に
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　
名
称
「
サ
ロ
ン
悠
遊
」
は
、
こ
せ
こ
せ
し

な
い
で
ゆ
っ
た
り
と
遊
ぶ
雰
囲
気
を
大
切
に

と
の
造
語
で
す
。

　
サ
ロ
ン
で
は
リ
ハ
ビ
リ
体
操
と
歌
う
こ

と
を
必
ず
や
り
ま
す
。
体
操
は
体
力
の
衰

え
を
遅
ら
せ
健
康
を
維
持
す
る
た
め
、
家

で
で
き
る
ま
で
続
け
ま
す
。
日
頃
大
き
な

声
を
出
す
機
会
が
少
な
い
中
で
月
毎
に
異

な
る
楽
器
の
演
奏
を
聴
き
な
が
ら
歌
い
ま

す
。
そ
の
後
は
お
し
ゃ
べ
り
な
ど
楽
し
い

二
時
間
を

過
ご
す
こ

と
を
心
掛

け
て
い
ま

す
。

　
昨
年
12

月
は
拡
大

サ
ロ
ン
、

プ
ロ
に
よ

る
ハ
ー
モ

ニ
カ
演
奏

会
で
し

た
。
曲
に

よ
っ
て
４

本
の
ハ
ー

モ
ニ
カ
を

使
う
な
ど

一
人
の
演

奏
と
思
え

な
い
複
雑

な
音
色
に

み
ん
な
が

感
動
し
た
一
時
間
で
し
た
。

　
今
後
、
外
出
や
交
流
が
面
倒
だ
と
思
う

人
は
更
に
増
え
ま
す
。
そ
う
し
た
人
た
ち
に

参
加
し
て
も
ら
い
た
い
の
が
サ
ロ
ン
で
す
。
の

ぞ
い
て
み
よ
う
と
思
って
も
ら
え
る
集
い
に
す

る
こ
と
が
大
き
な
課
題
で
す
。

　
毎
月
の
参
加
者
は
15
名
前
後
で
す
。
年

間
の
日
程
と
主
な
企
画
を
決
め
ま
し
た
。

よ
り
楽
し
く
笑
い
の
あ
る
時
間
に
す
る
た

め
の
肉
付
け
は
こ
れ
か
ら
で
す
。

　
毎
月
第
４
土
曜
日
、
12
月
は
第
２
土
曜

日
、
会
費
は
毎
回
二
百
円
で
お
茶
と
少
し

の
お
菓
子
を
用
意
し
て
お
り
ま
す
。

　
令
和
４
年
度
の
助
成
事
業
で
作
っ
た

「
上
郷
の
伝
え
話
」Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
上
映
会
が
で

き
ず
に
い
ま
し
た
が
、
子
ど
も
会
の
役
員

に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
２
月
３
日
の
羽
梨

山
神
社
節
分
祭
の
時
に
行
う
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　
当
日
午
後
、
親
子
40
人
が
参
加
。
語
り

を
担
当
し
て
い
た
だ
い
た
中
澤
敦
子
さ
ん

（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
朝
ド
ラ
「
ひ
よ
っ
こ
」
の
茨
城

弁
指
導
で
お
馴
染
み
の
女
優
さ
ん
）
や
伝

え
話
の
冊
子
作
成
に
携
わ
っ
て
く
だ
さ
っ

た
森
さ
ん
ご
夫
婦
に
も
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
見
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
は
画
面
を
食
い
入
る
よ
う

に
見
て
い
ま
し
た
。
保
護
者
の
皆
さ
ん
も
、

伝
え
話
は
殆
ど
聞
い
た
事
が
無
い
よ
う
で

し
た
。

　
30
分
程
の
上
映

後
、
伝
え
話
に
出

て
く
る
場
所
を
訪

ね
て
歩
き
ま
し
た
。

　
羽
梨
山
神
社
を

ス
タ
ー
ト
し
、
宮

池
か
ら
上
郷
の
田

ん
ぼ
を
潤
し
た
昔

の
水
の
流
れ
を
た

ど
り
ま
し
た
。
途

中
、
み
と
橋
で
、

見
た
ば
か
り
の「
あ

ず
き
ば
ば
あ
」
を

中
澤
敦
子
さ
ん
に

語
り
で
披
露
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
池
田
さ
ん
の
屋
敷
に
あ
っ
た
と
言
わ
れ

る
黒
田
権
現
の
跡
地
を
見
、
僅
か
に
流
れ

て
い
る
水
に
沿
っ
て
下
流
へ
と
向
か
い
ま

し
た
。

　
掘
之
内
、
御
正
作
、
随
光
寺
が
ゴ
ー
ル

で
し
た
が
、
田
ん
ぼ
道
の
方
が
危
な
く
な

い
だ
ろ
う
と
、
新
築
し
た
ば
か
り
の
朝
日

観
音
か
ら
岩
間
金
吾
の
屋
敷
跡
を
経
由
し

仲
通
り
公
民
館
に
戻
り
ま
し
た
。

　
楽
し
み
に
し
て
い
た
羽
梨
山
神
社
の
節

分
祭
が
中
心
と
な
っ
た
た
め
、
地
区
社
協

で
用
意
し
た
豆
と
お
菓
子
を
全
員
に
配
り

ま
し
た
。

　
大
人
た
ち
は
か
な
り
疲
れ
た
様
子
で
し

た
が
、
子
ど
も
た
ち
は
お
菓
子
を
も
ら
い

み
ん
な
で
仲
良
く
遊
ん
で
い
ま
し
た
。

　
第
二
話
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
も
完
成
し
ま
し
た
の

で
、
来
年
も
Ｄ
Ｖ
Ｄ
鑑
賞
会
を
開
く
予
定

で
す
。

　
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
来
栖
で
は
、

介
護
予
防
や
健
康
づ
く
り
、
誰
も

が
気
軽
に
参
加
で
き
る
交
流
の
場

と
し
て
、
毎
月
1
回
サ
ロ
ン
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
平
成
30
年
7
月

か
ら
6
年
近
く
、
地
域
の
集
い
の

場
と
し
て
多
く
の
方
に
親
し
ま
れ

て
い
ま
す
。

　
今
回
、
サ
ロ
ン
に
参
加
し
た
く

て
も
移
動
手
段
が
な
く
参
加
で
き

な
い
方
の
た
め
に
、
介
護
老
人
保

健
施
設
　
シ
ル
バ
ー
ケ
ア
セ
ン

タ
ー
パ
ル
よ
り
、
地
域
貢
献
と
し

て
運
転
手
と
送
迎
車
が
提
供
さ

れ
、
令
和
5
年
6
月
か
ら
運
行
が

始
ま
り
ま
し
た
。

　
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
来
栖
代
表
の

塩
田
幸
三
さ
ん
は
「
送
迎
に
ご
協

力
い
た
だ
き
大
変
助
か
っ
て
い
ま

す
。
参
加
者
の
皆
さ
ん
も
安
心
し

て
帰
る
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
喜
ん

で
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
ふ
れ
あ

い
サ
ロ
ン
が
地
域
の
つ
な
が
り
の

力
と
な
れ
ま
し
た
ら
幸
い
で
す
」

と
。

　
シ
ル
バ
ー
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
パ
ル

支
援
相
談
員
の
永
田
さ
ん
は
「
来

栖
地
区
と
の
つ
な
が
り
が
で
き
、

皆
さ
ん
の
笑
顔
が
見
ら
れ
る
事
が

嬉
し
い
で
す
」
と
話
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

　
今
後
も
社
会
福
祉
協
議
会
で

は
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
つ
な
が
り

を
大
切
に
し
な
が
ら
、
サ
ロ
ン
活

動
を
支
援
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

7



　「第
一
火
曜
日
の
会
」
で
は
、

毎
年
ま
ゆ
玉
を
使
っ
た
干
支
飾
り

を
作
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
十
二
支

が
勢
揃
い
し
、今
年
の
干
支
『
辰
』

か
ら
再
ス
タ
ー
ト
で
す
。

　「大
人
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室
』
で

は
災
害
時
に
役
立
つ
キ
ャ
ン
プ
技

術
を
学
び
ま
し
た
。

　「子
育
て
マ
マ
・
パ
パ
の
応
援

講
座
」
で
は
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
手

提
げ
や
シ
ュ
ー
ズ
入
れ
を
心
を
込

め
て
作
成
し
ま
し
た
。

　「レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
講
座
」

で
は
煎
茶
の
淹
れ
方
・
バ
ル
ー
ン

ア
ー
ト
・
ボ
ッ
チ
ャ
の
参
加
者
の

笑
顔
が
素
敵
で
し
た
。

　「傾
聴
ボ
ラ
ン
ティ
ア
講
座
」
で

は
、
傾
聴
に
大
切
な
「
心
の
目
を

合
わ
せ
る
」こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

　　

講師の堤徳郎さん（茨城シニアマスター）と

あざやかな緑色に
染まった「辰」

講師：（株）牧ノ原　
　　　大和田千代子さん

講師：幅上金次さん

出来上がった

講師：茨城県ボッチャ協会
　　　石川敦史さん

当日雪のため参加者が
少なく残念！

頭、指先を使いながら、
かつ、感触の良さ、
大人も楽しめると感じた

づちまいよみ住 し指目をりく て

ボランティア センターだより

傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
講
座

傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
講
座

傾聴ボランティア養成講座

辰
年
の
「
干
支
飾
り
」

　
笠
間
で
は
大
正
時
代
か
ら
養
蚕
が

盛
ん
で
し
た
。

　
そ
の
ま
ゆ
玉
を
使
っ
て
毎
年
干
支

飾
り
を
作
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
参
加
し
た
16
人
の
そ
れ
ぞ
れ

の
「
辰
」
が
で
き
上
が
り
ま
し
た
。

どれか
ひとつでも
参加可能

託児も
あります

これから
丁寧にお茶を
淹れたい

日常に役立つ
講座でした
家族においしい
お茶を淹れて
あげたい

時間に
ゆとりがなく
そそくさとやり、
味わってなかった
自分の生活を
見直したい

知ってる
つもりで

目からウロコと
いう事が結構
ありました

2
月
19
日
（
月
）、
地
域
福
祉

セ
ン
タ
ー
と
も
べ
で
傾
聴
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
を
実
施
し

ま
し
た
。
参
加
者
は
34
人
、
講

師
は
笠
間
の
森
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
ル
ー
ム
の
永
原
伸
彦
さ
ん
で

す
。傾

聴
に
大
切
な
の
は
、
心
の

目
を
合
わ
せ
る
こ
と
で
す
。
受

講
生
は
、「
う
な
ず
き
・
あ
い
づ

ち
」「
繰
り
返
し
」「
明
確
化
」

の
3
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
意
識
し

な
が
ら
、
聴
く
体
験
を
行
い
ま

し
た
。永

原
さ
ん
に
よ
る
講
演

このマークのついている事業は赤い羽根共同募金が活用されています。このマークのついている事業は赤い羽根共同募金が活用されています。

　

ま
ゆ
玉
人
形
づ
く
り

ま
ゆ
玉
人
形
づ
く
り 」

会
の
日
曜
火
一
第
「　

　地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
と
も
べ
　16
人
参
加

福 祉 川 柳福 祉 川 柳

レクリエーション 講 座レクリエーション 講 座

地域福祉センターいわま13
3

６
3

19
12

13 人参加13 人参加

６人参加６人参加

16 人参加16 人参加

大人のチャレンジ教室大人のチャレンジ教室
3/3 赤十字 高齢者・乳幼児

避難所生活支援講座
赤十字 高齢者・乳幼児
避難所生活支援講座

1/30

子育てママ・パパの応援講座子育てママ・パパの応援講座

地域福祉センターともべ 煎茶の淹れ方の基本
22
1

煎茶の淹れ方講座煎茶の淹れ方講座

24 人参加24 人参加

地域福祉センターともべ29
1

バルーンアート講座バルーンアート講座

６人参加６人参加

地域福祉センターともべ
５
2

ボッチャ講座ボッチャ講座
　災害時に役に立つキャンプ技
術や防災について、火おこし体
験、空き缶を利用した簡単キャ
ンプ飯など作りました。

　これまでは「福祉作文」で
したが、今年は「福祉川柳」
を募集し1,169通の応募をい
ただきました。冊子にまと
め、市役所・公民館・銀行等
においてあります。

　日赤が実施している地域包括
ケアモデル事業でご協力いただ
き41人参加で実施しました。
　この事業は、「自助」や「互
助」の意識を高め、良い地域づ
くりをめざして行っています。
　今回、市内のボランティアさ
んに声をかけ、災害に備えるに
はどうするか、避難所生活では
ボランティアとして何ができる
のか等を学びました。

オリジナルの手さげやシ
ューズ入れを一から作り
ました。ベテランのボラ
ンティア講師が完成まで
見守りました。

北山公園キャンプ場
講師　一般社団法人茨城県キャンプ協会

入学・入園

楽しく学んで地域のイベントやサロン・施設などで活用してみませんか

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　
　み
ん
な
で
や
っ
て

　
　
　
　
　
　
　た
の
し
も
う
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　「第
一
火
曜
日
の
会
」
で
は
、

毎
年
ま
ゆ
玉
を
使
っ
た
干
支
飾
り

を
作
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
十
二
支

が
勢
揃
い
し
、今
年
の
干
支
『
辰
』

か
ら
再
ス
タ
ー
ト
で
す
。

　「大
人
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室
』
で

は
災
害
時
に
役
立
つ
キ
ャ
ン
プ
技

術
を
学
び
ま
し
た
。

　「子
育
て
マ
マ
・
パ
パ
の
応
援

講
座
」
で
は
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
手

提
げ
や
シ
ュ
ー
ズ
入
れ
を
心
を
込

め
て
作
成
し
ま
し
た
。

　「レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
講
座
」

で
は
煎
茶
の
淹
れ
方
・
バ
ル
ー
ン

ア
ー
ト
・
ボ
ッ
チ
ャ
の
参
加
者
の

笑
顔
が
素
敵
で
し
た
。

　「傾
聴
ボ
ラ
ン
ティ
ア
講
座
」
で

は
、
傾
聴
に
大
切
な
「
心
の
目
を

合
わ
せ
る
」こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

　　

講師の堤徳郎さん（茨城シニアマスター）と

あざやかな緑色に
染まった「辰」

講師：（株）牧ノ原　
　　　大和田千代子さん

講師：幅上金次さん

出来上がった

講師：茨城県ボッチャ協会
　　　石川敦史さん

当日雪のため参加者が
少なく残念！

頭、指先を使いながら、
かつ、感触の良さ、
大人も楽しめると感じた

づちまいよみ住 し指目をりく て

ボランティア センターだより

傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
講
座

傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
講
座

傾聴ボランティア養成講座

辰
年
の
「
干
支
飾
り
」

　
笠
間
で
は
大
正
時
代
か
ら
養
蚕
が

盛
ん
で
し
た
。

　
そ
の
ま
ゆ
玉
を
使
っ
て
毎
年
干
支

飾
り
を
作
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
参
加
し
た
16
人
の
そ
れ
ぞ
れ

の
「
辰
」
が
で
き
上
が
り
ま
し
た
。

どれか
ひとつでも
参加可能

託児も
あります

これから
丁寧にお茶を
淹れたい

日常に役立つ
講座でした
家族においしい
お茶を淹れて
あげたい

時間に
ゆとりがなく
そそくさとやり、
味わってなかった
自分の生活を
見直したい

知ってる
つもりで

目からウロコと
いう事が結構
ありました

2
月
19
日
（
月
）、
地
域
福
祉

セ
ン
タ
ー
と
も
べ
で
傾
聴
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
を
実
施
し

ま
し
た
。
参
加
者
は
34
人
、
講

師
は
笠
間
の
森
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
ル
ー
ム
の
永
原
伸
彦
さ
ん
で

す
。傾

聴
に
大
切
な
の
は
、
心
の

目
を
合
わ
せ
る
こ
と
で
す
。
受

講
生
は
、「
う
な
ず
き
・
あ
い
づ

ち
」「
繰
り
返
し
」「
明
確
化
」

の
3
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
意
識
し

な
が
ら
、
聴
く
体
験
を
行
い
ま

し
た
。永

原
さ
ん
に
よ
る
講
演

このマークのついている事業は赤い羽根共同募金が活用されています。このマークのついている事業は赤い羽根共同募金が活用されています。

　

ま
ゆ
玉
人
形
づ
く
り

ま
ゆ
玉
人
形
づ
く
り 」

会
の
日
曜
火
一
第
「　

　地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
と
も
べ
　16
人
参
加

福 祉 川 柳福 祉 川 柳

レクリエーション 講 座レクリエーション 講 座

地域福祉センターいわま13
3

６
3

19
12

13 人参加13 人参加

６人参加６人参加

16 人参加16 人参加

大人のチャレンジ教室大人のチャレンジ教室
3/3 赤十字 高齢者・乳幼児

避難所生活支援講座
赤十字 高齢者・乳幼児
避難所生活支援講座

1/30

子育てママ・パパの応援講座子育てママ・パパの応援講座

地域福祉センターともべ 煎茶の淹れ方の基本
22
1

煎茶の淹れ方講座煎茶の淹れ方講座

24 人参加24 人参加

地域福祉センターともべ29
1

バルーンアート講座バルーンアート講座

６人参加６人参加

地域福祉センターともべ
５
2

ボッチャ講座ボッチャ講座
　災害時に役に立つキャンプ技
術や防災について、火おこし体
験、空き缶を利用した簡単キャ
ンプ飯など作りました。

　これまでは「福祉作文」で
したが、今年は「福祉川柳」
を募集し1,169通の応募をい
ただきました。冊子にまと
め、市役所・公民館・銀行等
においてあります。

　日赤が実施している地域包括
ケアモデル事業でご協力いただ
き41人参加で実施しました。
　この事業は、「自助」や「互
助」の意識を高め、良い地域づ
くりをめざして行っています。
　今回、市内のボランティアさ
んに声をかけ、災害に備えるに
はどうするか、避難所生活では
ボランティアとして何ができる
のか等を学びました。

オリジナルの手さげやシ
ューズ入れを一から作り
ました。ベテランのボラ
ンティア講師が完成まで
見守りました。

北山公園キャンプ場
講師　一般社団法人茨城県キャンプ協会

入学・入園

楽しく学んで地域のイベントやサロン・施設などで活用してみませんか

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　
　み
ん
な
で
や
っ
て

　
　
　
　
　
　
　た
の
し
も
う
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１
月
１
日
の
能
登
半
島
地

震
支
援
に
、
県
社
協
、
大
洗

町
社
協
の
方
と
３
人
で
能
登
町

へ
行
き
ま
し
た
。県
社
協
が
市

町
村
社
協
に
呼
び
か
け
、
１
月

24
日
か
ら
１
週
間
交
代
で
、輪

島
市・珠
洲
市・能
登
町
社
協
へ

の
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

　
能
登
町
は
、
人
口
約
１
万

５
千
人
、
富
山
湾
に
面
し
、

輪
島
市
に
隣
接
す
る
山
間
部

の
町
で
す
。
千
人
以
上
の
方

が
避
難
所
生
活
を
強
い
ら

れ
、
電
気
は
通
っ
て
い
ま
し

た
が
、
水
道
の
復
旧
率
は

18
％
、
倒
壊
や
津
波
で
被
害

を
受
け
た
建
物
、
道
路
の
亀

裂
、
崩
落
、
段
差
が
あ
ち
こ

ち
に
あ
り
ま
し
た
。

　
能
登
町
社
協
の
方
々
も
被

災
し
、
避
難
所
や
親
族
の
家

等
か
ら
出
勤
、
社
協
業
務
や

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
立
ち
上
げ
に
向
け
た
業

務
等
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　
私
た
ち
は
、
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
立
ち
上
げ

の
お
手
伝
い
や
、
関
係
団
体

と
の
連
絡
調
整
、
被
災
者
の

ニ
ー
ズ
調
査
に
同
行
し
、
情

報
を
共
有
し
ま
し
た
。

　
能
登
半
島
は
、
地
理
的
条

件
も
あ
り
、
物
流
や
人
の
流

れ
が
制
限
さ
れ
、
支
援
が
な

か
な
か
進
ん
で
い
ま
せ
ん
。

そ
ん
な
中
で
も
地
元
の
方
や

社
協
職
員
が
ア
イ
デ
ア
を
出

し
合
い
、
今
あ
る
資
源
を
有

効
に
生
か
し
、
少
し
で
も
前

に
進
も
う
と
い
う
気
持
ち
を

強
く
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
少
し
で
も
早
い
復
興
を
お
祈

り
い
た
し
ま
す
。 

　
　（
矢
口
）

』
協
社
『

その

能
登
半
島
地
震 

職
員
を
派
遣

県
社
協
・
大
洗
町
社
協
と
能
登
町
へ

能
登
半
島
地
震 

職
員
を
派
遣

県
社
協
・
大
洗
町
社
協
と
能
登
町
へ

　
厚
労
省
に
よ
る

と
、
茨
城
県
の
２

０
２
３
年
に
生
ま

れ
た
赤
ち
ゃ
ん
は
、

過
去
最
小
１
万
５

５
９
５
人
で
し
た
。

全
国
的
な
問
題
で

す
が
、
危
機
感
が
湧
か
な
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
こ
の
ま
ま
で
は
、
茨
城
県
の

２
０
５
０
年
の
生
産
年
齢
人
口

（
15
〜
64
歳
）
は
、
２
０
２
０

年
と
比
較
し
32
％
以
上
減
少

す
る
と
見
ら
れ
て
い
ま
す
。

特
に
笠
間
市
は
40
〜
50
％
程

度
減
少
す
る
そ
う
で
す
。

　
人
口
が
減
る
と
ど
う
な
る

の
で
し
ょ
う
。
短
期
的
に
は

労
働
力
が
不
足
す
る
こ
と
で

経
済
規
模
は
縮
小
。
そ
れ
に

も
関
わ
ら
ず
、
長
期
的
に
は

医
療
や
介
護
費
は
増
大
し
破

綻
す
る
で
し
ょ
う
。

　
赤
ち
ゃ
ん
は
急
に
増
え
ま

せ
ん
。
し
か
し
こ
の
ま
ま
で

い
い
は
ず
が
あ
り
ま
せ
ん
。

私
た
ち
は
、
若
い
世
代
が
希

望
を
持
て
る
よ
う
、
子
ど
も

を
産
み
育
て
や
す
く
な
る
よ

う
に
。
そ
う
し
て
生
ま
れ
て

き
た
子
ど
も
た
ち
が
、
明
る

い
未
来
を
夢
見
て
、
健
や
か

に
育
つ
こ
と
が
で
き
る
社
会

を
、
実
現
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
　
　
　
　（
入
江
）

ちょっとちょっと

いい話いい話
ちょっと

いい話

子育て支援フードパントリ―子育て支援フードパントリ―

災害ボラセンプレオープン

名古屋市・能美市社協と

このマークのついている事業は赤い羽根共同募金が活用されています。

　フードパントリーとは、食の支援を必要としている方へ食料品等を無料で提供する
活動です。社会福祉協議会では、子育て世帯の明るい未来を応援するため、フードパ
ントリーを実施しています。

市内在住で 18 歳までの子を養育する①ひとり親世
帯　②祖父母世帯　③ふたり親世帯で両親のどち
らかに障がいのある世帯に、米、インスタント・
レトルト食品、乾麺（うどん）、もちなどの食料品
と日用品を配付しました。

（第 1 弾実施期間 1/15 ～ 3/29）

市内在住
妊婦さんのいる世帯に配付します！

○母子健康手帳をお持ちの上、社会福
祉協議会各支所へお越しください。

○実施期間　4/15（月）～ 5/15（水）
※先着順、なくなり次第終了となります。

○配付内容
⇦左記のとおり、第1弾と同様

第2弾！
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（善意銀行預託）善意の寄附を「ありがとう!!」

ハッピーわんず
ファミリーマート友部東平店
真知美容室
水戸ヤクルト販売(株)
明治安田生命笠間営業所
森田屋入江勇太
みなみ学園義務教育学校
笠間高等学校
友部高等学校ＪＲＣ部
岩間中学校
友部第二中学校
岩間第一小学校
稲田小児童クラブ
岩間第一小児童クラブ
宍戸小児童クラブ
みなみ学園児童クラブ
岩間保育園
大沢保育園
みか保育園
おしのべこども園
すみれこども園
大成学園いなだこども園
大成学園かさまこども園
岩間第一幼稚園
こじか幼稚園
さくら幼稚園
ともべ幼稚園
ドレミ幼稚園
いきいきステップ下市毛
大沢中３区
柿橋団地きらくの会

岡野けい子
笹嶋とく
関絹江
額田義文
橋本大敬
佐藤幸寿
アイアイルサ福田俊夫
不動院
ＪＡ常陸笠間地区女性部
旭エスケービー(株)
板橋精機(株)岩間工場
イチカワユニオン岩間支部
(有)伊藤石材工業
岡本興業(株)
小沼自動車工業(株)
(有)笠間給食センター従業

員一同
(株)笠間ソフトメン橋本屋
(株)ＤＣＬ
(株)ＤＣＬＦ
(株)三栄製作所
スガハラ(株)
泰榮電器(株)
(株)ダイナム
電化サロンカワチ河内久子
友部自動車学校
(有)永山スポーツ

笠間工芸の丘
更生保護女性会岩間支部
更生保護女性会友部支部
上郷産こしひかり
高齢者クラブ旭台睦会
昭和40年度笠間中学校同窓会
第一生命労働組合水戸支部
日吉町区
グループホーム花水木
県立中央病院(施設課・消

毒室・リネン室)
サービス付高齢者向け住宅

スマイル
シルバーパークはこだ
(福)木犀会さくら
(福)木犀会ひまわり館
岩間郵便局
匿名(2件)

河本昭三  30,355円
河原井美智子  469円
佐藤幸寿  5,000円
欧風パブマリモ
　富田由美子  30,000円
(有)笠間給食センター従業

員一同  432円
(有)三共金属工業所
  300,000円
(有)永山スポーツ
  56,763円

岩間ライオンズクラブ
  100,000円
柿橋団地きらくの会
  5,000円
昭和40年度笠間中学校同

窓会  53,057円
社協中央支部有志一同
  86,625円
友部ロータリークラブ
  14,711円
水戸友の会  2,000円
匿名(7件)  106,543円

(有)三共金属工業所
  200,000円
富田石材工業(有)
  100,000円
笠間市ボランティア連絡協

議会  100,000円
旭フレッシュ健康体操
  10,000円
ナマステの会  50,000円
にじの会  30,000円
ふれあいサロンなごみ
  26,103円
ボーイスカウト
　笠間第１団  74,742円
社協募金箱  107,260円
匿名（3件）  50,036円

令和５年11月１日～令和６年２月29日まで（順不同・敬称略）

エコキャップ・使用済み切手・
食品・日用品など

物　　　品物　　　品

金　　　銭金　　　銭

能登半島地震災害義援金能登半島地震災害義援金

2社と2団体から寄贈いただきました。ありがとうございました。

社協中央支部有志一同様より寄附金

㈲三共金属工業所様より寄附金と
能登半島地震災害義援金

岩間ライオンズクラブ様より寄附金

水戸ヤクルト販売㈱様より
ボッチャシート2枚  

　
１
月
１
日
の
能
登
半
島
地

震
支
援
に
、
県
社
協
、
大
洗

町
社
協
の
方
と
３
人
で
能
登
町

へ
行
き
ま
し
た
。県
社
協
が
市

町
村
社
協
に
呼
び
か
け
、
１
月

24
日
か
ら
１
週
間
交
代
で
、輪

島
市・珠
洲
市・能
登
町
社
協
へ

の
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

　
能
登
町
は
、
人
口
約
１
万

５
千
人
、
富
山
湾
に
面
し
、

輪
島
市
に
隣
接
す
る
山
間
部

の
町
で
す
。
千
人
以
上
の
方

が
避
難
所
生
活
を
強
い
ら

れ
、
電
気
は
通
っ
て
い
ま
し

た
が
、
水
道
の
復
旧
率
は

18
％
、
倒
壊
や
津
波
で
被
害

を
受
け
た
建
物
、
道
路
の
亀

裂
、
崩
落
、
段
差
が
あ
ち
こ

ち
に
あ
り
ま
し
た
。

　
能
登
町
社
協
の
方
々
も
被

災
し
、
避
難
所
や
親
族
の
家

等
か
ら
出
勤
、
社
協
業
務
や

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
立
ち
上
げ
に
向
け
た
業

務
等
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　
私
た
ち
は
、
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
立
ち
上
げ

の
お
手
伝
い
や
、
関
係
団
体

と
の
連
絡
調
整
、
被
災
者
の

ニ
ー
ズ
調
査
に
同
行
し
、
情

報
を
共
有
し
ま
し
た
。

　
能
登
半
島
は
、
地
理
的
条

件
も
あ
り
、
物
流
や
人
の
流

れ
が
制
限
さ
れ
、
支
援
が
な

か
な
か
進
ん
で
い
ま
せ
ん
。

そ
ん
な
中
で
も
地
元
の
方
や

社
協
職
員
が
ア
イ
デ
ア
を
出

し
合
い
、
今
あ
る
資
源
を
有

効
に
生
か
し
、
少
し
で
も
前

に
進
も
う
と
い
う
気
持
ち
を

強
く
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
少
し
で
も
早
い
復
興
を
お
祈

り
い
た
し
ま
す
。 

　
　（
矢
口
）

』
協
社
『

その

能
登
半
島
地
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職
員
を
派
遣

県
社
協
・
大
洗
町
社
協
と
能
登
町
へ

能
登
半
島
地
震 

職
員
を
派
遣

県
社
協
・
大
洗
町
社
協
と
能
登
町
へ

　
厚
労
省
に
よ
る

と
、
茨
城
県
の
２

０
２
３
年
に
生
ま

れ
た
赤
ち
ゃ
ん
は
、

過
去
最
小
１
万
５

５
９
５
人
で
し
た
。

全
国
的
な
問
題
で

す
が
、
危
機
感
が
湧
か
な
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
こ
の
ま
ま
で
は
、
茨
城
県
の

２
０
５
０
年
の
生
産
年
齢
人
口

（
15
〜
64
歳
）
は
、
２
０
２
０

年
と
比
較
し
32
％
以
上
減
少

す
る
と
見
ら
れ
て
い
ま
す
。

特
に
笠
間
市
は
40
〜
50
％
程

度
減
少
す
る
そ
う
で
す
。

　
人
口
が
減
る
と
ど
う
な
る

の
で
し
ょ
う
。
短
期
的
に
は

労
働
力
が
不
足
す
る
こ
と
で

経
済
規
模
は
縮
小
。
そ
れ
に

も
関
わ
ら
ず
、
長
期
的
に
は

医
療
や
介
護
費
は
増
大
し
破

綻
す
る
で
し
ょ
う
。

　
赤
ち
ゃ
ん
は
急
に
増
え
ま

せ
ん
。
し
か
し
こ
の
ま
ま
で

い
い
は
ず
が
あ
り
ま
せ
ん
。

私
た
ち
は
、
若
い
世
代
が
希

望
を
持
て
る
よ
う
、
子
ど
も

を
産
み
育
て
や
す
く
な
る
よ

う
に
。
そ
う
し
て
生
ま
れ
て

き
た
子
ど
も
た
ち
が
、
明
る

い
未
来
を
夢
見
て
、
健
や
か

に
育
つ
こ
と
が
で
き
る
社
会

を
、
実
現
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
　
　
　
　（
入
江
）

ちょっとちょっと

いい話いい話
ちょっと

いい話

子育て支援フードパントリ―子育て支援フードパントリ―

災害ボラセンプレオープン

名古屋市・能美市社協と

このマークのついている事業は赤い羽根共同募金が活用されています。

　フードパントリーとは、食の支援を必要としている方へ食料品等を無料で提供する
活動です。社会福祉協議会では、子育て世帯の明るい未来を応援するため、フードパ
ントリーを実施しています。

市内在住で 18 歳までの子を養育する①ひとり親世
帯　②祖父母世帯　③ふたり親世帯で両親のどち
らかに障がいのある世帯に、米、インスタント・
レトルト食品、乾麺（うどん）、もちなどの食料品
と日用品を配付しました。

（第 1 弾実施期間 1/15 ～ 3/29）

市内在住
妊婦さんのいる世帯に配付します！

○母子健康手帳をお持ちの上、社会福
祉協議会各支所へお越しください。

○実施期間　4/15（月）～ 5/15（水）
※先着順、なくなり次第終了となります。

○配付内容
⇦左記のとおり、第1弾と同様

第2弾！
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インフォメーション
小
学
生

　中
学
年
の
部

小
学
生

　高
学
年
の
部

 

中
学
生
の
部

２日・１６日
６日・２０日
４日・１８日

１日

　８日・２２日
１２日・２６日
１０日・２４日

２８日

１４日・２８日
１１日・２５日
　９日・２３日

２７日

TEL 0299－45－7889TEL 0296－77－0730TEL 0296－73－0084
５月
６月
７月
８月

社協笠間支所
[第2・4火曜日]

ともべ
[第2・4水曜日]

いわま
地域福祉センター 地域福祉センター

[第1・3木曜日]

（受付は15：30までにお願いします）時間：13：00～16：00
日常の困りごとなど何でもご相談ください（無料・秘密保持）

※その他、法律相談もあります。事前に心配ごと相談へご相談ください。

 

 

小学生　低学年の部  

～あかるいみらいのために ちいさなぼきんが、 

おおくの人をたすけられるように。 

みんなできょうりょくしよう！～ 
 

岩間第二小学校２年 小菅
こ す げ

 星
せ

聖夜
い や

 

  
～笑顔あふれる町づくり～  

宍戸小学校３年 荻原
おぎわら

 希羽
の の は

 

  

～温かいまちづくり～  

宍戸小学校６年 渡瀬
わ た せ

 菜摘
な つ み

 

 ～希望の羽根～  

笠間中学校３年 沼野
ぬ ま の

 晴
はる

 

 

市
内
の
小
・
中
学
生
か
ら
応
募
が
あ
っ
た
2
1
9
作
品
の
中
か
ら
優
秀
作
品
と
し
て
こ
ち
ら
の
作
品
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

優
秀
作
品
は
、
令
和
6
年
度
赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
の
啓
発
用
ポ
ス
タ
ー
と
し
て
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

編
集
後
記

心配ごと相談所日程表　「
象
は
、
病
気
や
け
が
を
し
た
仲
間
を

両
側
か
ら
支
え
て
歩
く
。
仲
間
が
亡
く

な
る
と
涙
を
流
す
」
と
の
研
究
報
告
が

あ
る
。

　
社
協
だ
よ
り
を
読
む
と
、「
支
え
る
」

の
『
支
』
と
い
う
漢
字
が
多
く
出
て
く
る
。

ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
、

各
地
域
の
活
動
情
報
な
ど
か
ら
、「
支
え

る
人
」「
支
え
ら
れ
る
人
」
の
は
っ
き
り
し

て
い
る
場
面
と
、
時
に
は
役
割
分
担
が
交

互
す
る
場
面
の
あ
る
こ
と
に
も
気
づ
く
。

　「
住
民
同
士
で
支
え
あ
う
地
域
づ
く

り
」
と
は
、「
お
互
い
さ
ま
」「
あ
り
が

と
う
」
と
支
え
あ
う
共
生
社
会
か
ら
始

ま
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。（
寺
門
）

SNSの
ご紹介

（旧ツイッター）

赤
い
羽
根
共
同
募
金
ポ
ス
タ
ー
優
秀
作
品
の
ご
紹
介

赤
い
羽
根
共
同
募
金
ポ
ス
タ
ー
優
秀
作
品
の
ご
紹
介
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